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２００８年度における急激な経営環境の変化

金融危機などにより、２００８年度後半より
急激な景気悪化

景気悪化を受け、企業の設備投資抑制、
個人消費低迷が発生

オムロンでは主力の制御３事業で大幅な
売上・利益減が発生
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リバイバルステージの設定
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「緊急対策」及び「構造改革」の目的

緊急対策

２０１０年３月期
営業利益の黒字化を

目指す

構造改革

中期的な
収益基盤の強化

緊急対策・構造改革
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「緊急対策」及び
「構造改革」の詳細
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緊急対策及び構造改革の内容

緊急対策・構造改革

緊急対策

利益の創出
・経費削減
・不採算・低採算事業の収束

キャッシュフローの創出
・大型投資の凍結等

構造改革

事業領域の改革
・主力の制御３事業の再構築

工場自動化用制御機器事業（ＩＡＢ）
家電･通信用電子部品事業（ＥＣＢ）
自動車用電子部品事業（ＡＥＣ）

運営構造改革（利益構造改革）

・生産拠点の統廃合
・変動費構造改革 等

６



緊急対策： 利益・キャッシュフローの創出

緊急対策

利益の創出
・経費削減
・不採算・低採算事業の収束

キャッシュフローの創出
・在庫の削減
・投資の抑制等

約６００億円の利益改善

材料費・人件費・経費等の削減
不採算・低採算事業の収束

↓

在庫の削減
新規設備の投資抑制

↓

約２７０億円の
キャッシュフローの創出

利益の創出利益の創出

キャッシュフローの創出キャッシュフローの創出
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構造改革： 将来に目指す収益基盤

売上高
７,６３０億円

売上高
６,２７２億円 売上高

５,１００億円

08

営業利益

＋０

売上高
７,５００億円

損益分岐点売上高を
５,０００億円水準で維持

２００７年度 ２００８年度 ２００９年度 ２０１Ｘ年度

７,５００億円の売上で１,０００億円以上の営業利益を目指す
（２００７年度水準）

主として
緊急対策

主として
構造改革

約６００億の
利益改善

営業利益
１,０００億

円
営業利益
６５３億円

（実績）

（実績）
（予算）

（目論見）

営業利益

５３億円
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再構築
産業

これまで これから

環境対応

社会

生活

社会

構造改革の実行①： 事業領域改革

オムロンの事業領域は、「産業」「社会」「生活」の３事業領域
制御３事業（産業）の経営資源の分散を避け、事業領域改革を行う

領域拡大

領域拡大

工場自動化用
制御機器事業（ＩＡＢ)

家電・通信用
電子部品事業（ＥＣＢ）

自動車用
電子部品事業（ＡＥＣ）

社会システム事業
（ＳＳＢ）

健康・医療機器事業
（ＨＣＢ）

事業開発本部

「強みの集中」
による再編

社会システム事業

健康・医療機器事業

環境事業推進本部
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構造改革の実行①： 事業領域改革

日本市場での
汎用商品群強化

国内営業機能強化

中国生産の加速

工場自動化用
制御機器事業

（ＩＡＢ）

各事業ごとに中長期的な再構築をはかり、強化策を実行する

産業

リレー・スイッチ・
コネクタ等の生産
力強化

生産技術の共通化
（材料・金型・加工）

家電・通信用
電子部品事業

（ＥＣＢ）

顧客・商品の集中と
強化

リレー事業の移管
（ECBへ）

自動車用
電子部品事業

（ＡＥＣ）

営業力集中強化営業力集中強化 生産力集中強化生産力集中強化 顧客・商品の集中顧客・商品の集中
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構造改革の実行②： 生産力強化のための再編

工場の三層構造による生産の効率化・生産力強化をはかる

工場の最適階層化

世界各地の量産工場

協力工場

・部品、組立・検査機
の供給

・汎用品大規模生産
・協力工場支援

・汎用品小規模生産

目的

統括工場

主要拠点での生産強化

為替変動影響の最小化

物流コストの削減

需要変動に対する柔軟性

世界の顧客・競合への変化
対応（BRICs・地産地消）
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構造改革の実行②： 生産力強化のための再編

生産拠点数

２００９年１月時点 ２０１１年３月時点

工場の三層構造の役割に応じての再編を実行

４９拠点４９拠点 ３０～３５拠点３０～３５拠点

２００８年度統廃合拠点
・大型バックライト関連・・・・・・・ ３拠点
・車載電装部品関連・・・・・・・・ １拠点
・半導体事業関連・・・・・・・・・・ １拠点
・工場自動化用事業関連・・・・・ １拠点
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２００９年度の見通し
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２００９年度の状況

更なる景気悪化を想定し減収減益を見込む

「緊急対策」の実行により、２００９年度営業黒字
確保を目指す

主力の制御３事業は構造改革により、中長期の
収益体質を目指す
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２００９年度の業績見通し

２００９年度

見通し

２００８年度

実績
前期比

売上高 ５,１００ ６,２７２

営業利益 ０ ５３ －

税引前純利益
（△純損失）

△３５ △３９１ －

当期純利益
（△純損失）

△２０ △２９２ －

（億円）

８１.３％
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将来の成長事業について
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病院

ネットワークで接続

ＴＶ／モニタ

血圧計
体温計 体重体組成計

家族で相互に

健康チェック

医家向け血圧計など

データ通信

家族 体重 血圧

今日の健康アドバイス

・血圧は、１３０／８５ｍｍＨｇ以下を維持しましょう。

お父
さん

70k
g

125/
80mmHg

お母
さん

50k
g

115/
70mmHg

太郎 55k
g

117/
75mmHg

家庭

歩数計

センシング機器

ＴＶ電話で接続

今日の健康アドバイス

・血圧は１３０／８５ｍｍＨｇ以下を
維持しましょう。

マイホームドクター

お父さん 70kg 125/
80mmHg

お母さん 50kg 115/
70mmHg

太郎 55kg 117/
75mmHg

家族 体重 血圧

健康状態を
センシング

健康を
コントロール

将来の成長事業： 健康関連事業の拡大

「健康をカタチに。」 健康状態を家庭で正確に測定し、
医師とデータを共有。生活習慣病の予防や治療をサポート！
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将来の成長事業： セキュリティ事業への取組み

駐車場の
監視

監視室での
監視施設外の

監視

通行監視

構内監視

混雑状況の
「見える化」

ＴＶ電話で接続

「安心をカタチに。」
駅・施設・工場・店舗など社会の安心・安全を実現！！
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世の中の目標：２０５０年世界のＣＯ２５０％削減（２０００年比）（国連IPCC報告）

見える化への
取り組み

見える化への
取り組み

創エネ創エネ

省エネ省エネ
省エネへの

取組み

省エネへの
取組み

太陽光発電の
監視への取組み

太陽光発電の
監視への取組み

＋省資源への
取組み

＋省資源への
取組み

＋蓄電への
取組み

＋蓄電への
取組み

統合エネルギー管理統合エネルギー管理

２００９年２００９年

２０１２年２０１２年

２０２０年２０２０年

－５０％－５０％

オムロンの目標

２０２０年ＣＯ2５０％削減力実現
オムロンの目標オムロンの目標

２０２０年ＣＯ２０２０年ＣＯ22５０％削減力実現５０％削減力実現

将来の成長事業： 環境事業への取組み

１９

STEP １

STEP ２

STEP ３



将来の成長事業： 環境事業へのオムロンの取組み

グリーン・ファクトリ 製造業のＣＯ2削減と生産性向上を両立

グリーン・スクール グリーン・ストア
京都市２８３校の省エネ実績をベースに
学校のＣＯ2削減と環境教育を提供

多店舗型事業者にｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ全域
でのＣＯ2削減と収益向上を提供

ｸﾞﾘｰﾝ･ｾﾝｻｸﾞﾘｰﾝｸﾞﾘｰﾝ･･ｾﾝｻｾﾝｻ

ｸﾞﾘｰﾝ･ｼｽﾃﾑｸﾞﾘｰﾝｸﾞﾘｰﾝ･･ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

有線有線有線 無線無線無線

ＣＯ2削減ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝＣＯＣＯ22削減ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ削減ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ

ＣＯ2排出量把握

ＣＯ2削減余地抽出

削減策の提示

回
生

局
所
化

群
制
御

ＣＯ2削減モジュールＣＯ2削減モジュール

・・・
パーティクル電力量 圧力

Green
Automation

サーバ

ＣＯ2見える化

エンジニアリングエンジニアリングエンジニアリング

削減モジュールの
導入と運用支援
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将来の成長事業： 環境需要へのオムロン対応商品

環境事業推進本部

電力監視システム、二酸化炭素（CO2）排出見える化・改善

環境制御装置事業

（ＩＡＢ）

太陽光発電制御機器（ソーラーパワコン）、環境センサ

環境電子部品事業

（ＥＣＢ）

直流（ＤＣ）パワーリレー、蓄電装置（キャパシタ）
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センシング＆コントロール技術で
「安心をカタチに」

センシング＆コントロール技術で
「安心をカタチに」

＜お問い合わせ＞

ＩＲ企業情報室 経営ＩＲ部

電話 ： 03-3436-7170

Ｅ-ｍａｉｌ ： omron_ir@omron.co.jp

ＨＰアドレス ： www.omron.co.jp

オムロン株式会社


